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衆
議
院
議
員
今
村
修
君
提
出
海
外
再
処
理
契
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及
び
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
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一 

 



 

一
の
4
に
つ
い
て 

一
の
1
か
ら
3
ま
で
に
つ
い
て 

フ
ラ
ン
ス
核
燃
料
会
社
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
を
委
託
し
た
我
が
国
の
電
気
事

業
者
（
以
下
「
電
気
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
一
日
付
け
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
我
が
国
に

返
還
し
よ
う
と
す
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
（
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た

残
り
の
液
体
を
ガ
ラ
ス
に
よ
り
固
型
化
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
仕
様
に
関
し
て
電
気
事
業
者
が
行
っ
た
検
討

結
果
に
つ
い
て
の
検
討
依
頼
文
書
を
科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
局
長
あ
て
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
当
該
検
討
依
頼
に
係
る

事
務
に
つ
い
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六

号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
等
の
規
制
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
で
は
な
く
、
我
が
国
の
原
子
力
政
策

上
、
使
用
済
燃
料
の
海
外
に
お
け
る
再
処
理
役
務
の
提
供
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
の

政
策
的
判
断
に
基
づ
く
事
務
で
あ
る
た
め
、
科
学
技
術
庁
に
お
い
て
は
原
子
力
局
長
が
そ
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と

し
、
原
子
力
局
長
か
ら
そ
の
検
討
結
果
を
電
気
事
業
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
今
村
修
君
提
出
海
外
再
処
理
契
約
及
び
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
6
の
②
及
び
③
に
つ
い
て 

一
の
6
の
①
に
つ
い
て 

一
の
5
に
つ
い
て 

再
処
理
契
約
に
お
い
て
は
、
当
該
仕
様
か
ら
得
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
受
入
れ
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
日
本
の
関

係
当
局
か
ら
確
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
再
処
理
契
約
を
修
正
し
、
再
処
理
役
務
の
提
供
を
行
わ 

原
子
力
安
全
局
長
あ
て
の
検
討
依
頼
文
書
の
取
扱
い
を
検
討
し
、
当
該
文
書
を
担
当
の
原
子
力
局
長
へ
送
付
し
、
処
理
し

た
こ
と
は
行
政
上
の
処
理
と
し
て
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
検
討
結
果
を
原
子
力
局
長
か
ら
通
知
し
た
こ

と
に
よ
り
、
再
処
理
契
約
上
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

科
学
技
術
庁
は
、
再
処
理
契
約
上
、
電
気
事
業
者
が
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
役
務
の
提
供
を
円
滑
に

受
け
る
た
め
に
は
、
検
討
結
果
の
通
知
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
正
確
さ
を
期
す
る
観
点
か
ら
、
検
討
結

果
を
文
書
に
て
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。 

再
処
理
契
約
に
お
い
て
は
、
電
気
事
業
者
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
が
提
出
さ
れ
た
後
、
日
本
の

関
係
当
局
か
ら
当
該
仕
様
に
つ
い
て
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 四 

 



 

一
の
8
の
①
及
び
②
に
つ
い
て 

一
の
7
の
②
に
つ
い
て 

一
の
7
の
①
に
つ
い
て 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
に
つ
い
て
は
、
財
産
権
の
保
護
の
観
点
か
ら
非
公
開
と
す
べ
き

も
の
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
現
在
、
電
気
事
業
者
及
び
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、
答

弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

ず
、
使
用
済
燃
料
を
一
時
貯
蔵
の
後
電
気
事
業
者
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

電
気
事
業
者
は
、
科
学
技
術
庁
に
検
討
依
頼
を
行
う
前
に
、
そ
の
事
業
所
等
に
お
い
て
「
海
外
再
処
理
に
伴
う
返
還
廃
棄

物
の
安
全
性
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
七
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
に
基
づ
き
検
討
を
行

い
、
当
該
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
及
び
そ
の
数
値
が
妥
当
で
あ
り
、
当
該
仕
様
か
ら
得
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
安
全
に
貯

蔵
し
得
る
貯
蔵
施
設
の
設
計
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

原
子
力
安
全
局
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
か
ら
同
年
八
月
ま
で
の
間
、
同
局
内
に
お
い
て
「
海
外
再
処
理
に
伴
う
返
還
廃

棄
物
の
安
全
性
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
検
討
を
行
い
、
電
気
事
業
者
の
検
討
結
果
は
妥
当
と
判
断
し
た
も
の
で 

五 

 



 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

返
還
予
定
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
廃
棄
物
管
理
施
設
に
お
い
て
管
理
さ
れ
る
際
に
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
廃
棄
物

管
理
の
事
業
の
許
可
並
び
に
廃
棄
物
管
理
施
設
に
関
す
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
認
可
に
係
る
審
査
等
に
お
い
て
、
廃
棄

物
管
理
事
業
者
が
当
該
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
当
該
廃
棄
物
管
理
施
設
に
お
い
て
安
全
に
管
理
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
返
還
予
定
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
電
気
事
業
者
に
よ
り
廃
棄
物
管
理
設
備
に
廃
棄
さ
れ
る
際
に
は
、

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、
そ
の
放
射
能
濃
度
、
発
熱
量
等
が
当
該
廃
棄
物
管
理
設
備
に
お
い
て
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
等
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
が
電
気
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
返
還

予
定
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
つ
い
て
は
、
仕
様
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
具
体
的
基
準
等
に
よ
り
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
廃
棄
に
係
る
安
全
性
は
、
こ
れ
ら
の
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
係
る
規
制
及
び
工

場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
廃
棄
に
係
る
規
制
等
を
通
じ
て
確
保
さ
れ
る
。 

あ
る
。 

原
子
炉
等
規
制
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
放
射
性
廃
棄
物 

六 

 



 

四
の
3
に
つ
い
て 

四
の
2
に
つ
い
て 

四
の
1
に
つ
い
て 

が
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
核
原
料

物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
の

九
に
規
定
す
る
廃
棄
物
埋
設
に
係
る
核
種
別
の
放
射
能
濃
度
と
同
様
の
基
準
は
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
廃
棄
物
管
理
に
係
る
安
全
性
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
廃
棄
物
管
理
の
事
業
の
許
可
、
廃
棄
物
管
理
施
設
に

関
す
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
認
可
、
使
用
前
検
査
並
び
に
定
期
検
査
等
の
規
制
等
を
通
じ
て
確
保
さ
れ
る
。 

「
廃
棄
に
関
す
る
確
認
の
方
法
」
と
は
、
返
還
予
定
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
提
出
し
た
仕
様
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ
る
書
類
を
基
に
確
か
め
る
こ
と
を
い
う
。 

本
試
験
は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
立
地
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
試
験
の
結
果
に

よ
り
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
返
還
及
び
貯
蔵
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
試
験
の
結
果
の
如
何
に
か
か
わ
ら 

本
試
験
の
結
果
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
提
出
し
た
仕
様
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

七 

 



 

五
に
つ
い
て 

六
の
1
の
①
に
つ
い
て 

ず
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
係
る
安
全
性
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
等
を
通
じ
て
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
電
気
事
業
者
に
提
出
し
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
に
お
い
て
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
品
質
に
影
響
が
な

い
等
の
理
由
か
ら
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
成
分
の
範
囲
と
し
て
、
こ
れ
を
含
む
ガ
ラ
ス
成
分
の
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
重
量
比
）
ま
で
を
定
め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ガ
ン
マ
線
に
つ
い
て
は
、
線
質
係
数
を
一
と
す
る
と
、
表
面
に
お
け
る
線
量
当
量
率
は
一
万
四
千
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
、
一

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
当
量
率
は
四
百
二
十
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
当
量
率

は
百
四
十
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
一
本
当
た
り
の
放
射
能
量
は
、
再
処
理
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
の
燃
焼
度
、
冷
却
時
間
等
の
条
件
に

よ
り
異
な
る
が
、
同
一
条
件
で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
成
分
の
、
こ
れ
を
含
む
ガ
ラ
ス
成
分
に
対
す
る
重
量
比
が

七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
で
は
、
二
・
五
倍
程
度
の
相
違
と
な
る
。 

八 

 



 

六
の
3
及
び
4
に
つ
い
て 

六
の
2
に
つ
い
て 

六
の
1
の
②
に
つ
い
て 

Ｔ
Ｎ
2
8
Ｖ
Ｔ
型
輸
送
容
器
に
標
準
的
な
ガ
ラ
ス
固
化
体
二
十
八
本
を
収
納
し
た
状
態
で
の
線
量
当
量
率
は
算
出
し
て
い

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｔ
Ｎ
2
8
Ｖ
Ｔ
型
輸
送
容
器
に
ガ
ラ
ス
固
化
体
二
十
八
本
を
収
納
し
た
も
の
（
以
下
「
本
輸
送

物
」
と
い
う
。
）
の
線
量
当
量
率
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
及
び
第
七
十
四
条
の
二
第
一 

中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
線
質
係
数
を
十
と
す
る
と
、
表
面
に
お
け
る
線
量
当
量
率
は
六
十
一
・
三
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎

時
、
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
当
量
率
は
八
・
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線

量
当
量
率
は
四
・
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ガ
ラ
ス
固
化
体
の
輸
送
及
び
管
理
に
つ
い
て
は
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
放
射
線
障
害
を

防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
に
は
、
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
し
ゃ
へ
い
能
力
を
有
す
る
し
ゃ
へ
い
設
備
を

施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
か
ら
、
輸
送
容
器
に
収
納
さ
れ
て
い
な
い
ガ
ラ
ス
固
化
体
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
及
び
二
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
し
ゃ
へ
い
を
介
さ
ず
直
接
に
人
間
が
被
ば
く
す
る
ケ
ー
ス
は
考
え
難
い
。 九 

 



 

八
の
1
に
つ
い
て 

七
の
2
に
つ
い
て 

七
の
1
に
つ
い
て 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
再
処
理
工
場
Ｕ
Ｐ
―
3
（
以
下
「
Ｕ
Ｐ
―
3
」
と
い
う
。
）
に
係
る
電
気
事
業
者
と
の
再
処
理
契
約

に
関
し
て
、
使
用
済
燃
料
約
二
千
七
十
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
二
日
に
、
ま
た
、
使
用
済
燃
料
約
七

百
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
三
年
三
月
四
日
に
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
よ
り
発
生
す
る
す
べ

て
の
残
滓
（
輸
送
及
び
電
力
会
社
へ
の
返
還
に
適
す
る
形
態
に
な
っ
て
い
る
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
返
還
す
る
と

い
う
選
択
権
を
行
使
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
科
学
技
術
庁
長
官
が
、
本
輸
送
物
の
発
送
前
に
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

電
気
事
業
者
は
、
再
処
理
工
場
Ｕ
Ｐ
―
2
（
以
下
「
Ｕ
Ｐ
―
2
」
と
い
う
。
）
に
係
る
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
の
再
処
理
契
約

に
基
づ
く
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
を
行
使
し
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

電
気
事
業
者
と
英
国
核
燃
料
会
社
（
以
下
「
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃 

一
〇 

 



 

九
の
1
に
つ
い
て 

八
の
3
に
つ
い
て 

八
の
2
に
つ
い
て 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
六
日
に
、
使
用
済
燃
料
約
五
百
ト
ン
分
の
再
処
理
に
よ
り
発
生
す
る
ガ
ラ
ス
固
化
体

を
返
還
す
る
と
い
う
選
択
権
を
行
使
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

電
気
事
業
者
と
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
も
の

は
約
千
六
百
六
十
ト
ン
分
に
つ
い
て
で
あ
り
、
約
千
二
十
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
廃
棄
物
返
還
に
関
す
る
規
定
が
な
い
と
承
知

し
て
い
る
。 

棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
も
の
は
約
五
百
ト
ン
分
に
つ
い
て
で
あ
り
、
約
四
百
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
廃
棄
物
を

返
還
す
る
権
利
が
英
国
側
に
あ
り
、
約
六
百
十
ト
ン
分
に
つ
い
て
は
廃
棄
物
返
還
に
関
す
る
規
定
が
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。 電

気
事
業
者
と
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ

る
も
の
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
一 

 



 

九
の
3
に
つ
い
て 

九
の
2
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
電
気
事
業
者
と
の
Ｕ
Ｐ
―
3
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
使
用
済
燃
料
七
百
ト
ン
分
及
び
Ｕ
Ｐ
―
2
に

係
る
再
処
理
契
約
に
つ
い
て
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
に
関
し
て
、
当
該
仕
様
か
ら
得
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
受
入
れ

可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
日
本
の
関
係
当
局
か
ら
確
認
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
規
定
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
電
気
事
業
者
と
の
Ｕ
Ｐ
―
3
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
使
用
済
燃
料
二
千
七
十
ト
ン
分
及
び
Ｂ
Ｎ
Ｆ

Ｌ
と
電
気
事
業
者
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
の
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
分
に
つ
い
て

は
、
当
該
契
約
に
基
づ
き
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
又
は
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
か
ら
提
出
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
に
関
し
て
、
当
該
仕
様 

電
気
事
業
者
と
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ

る
も
の
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
六
日
に
、
使
用
済
燃
料
約
千
六
百
六
十
ト
ン
分
の
再
処
理
に
よ
り
発
生
す
る
ガ
ラ
ス

固
化
体
を
返
還
す
る
と
い
う
選
択
権
を
行
使
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
二 

 



 

十
一
の
1
に
つ
い
て 

ま
た
、
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
電
気
事
業
者
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
の
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に

あ
る
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
契
約
に
基
づ
き
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
か
ら
提
出
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
仕
様
に
関
し
て
、
当
該
仕
様
か

ら
得
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
受
入
れ
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
日
本
の
関
係
当
局
か
ら
確
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
、
送
り
出
し
た
使
用
済
燃
料
分
の
再
処
理
役
務
の
提
供
は
行
い
、
送
り
出
し
た
使
用
済
燃
料
分
を
除
く
分

の
再
処
理
は
そ
の
契
約
を
終
結
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

か
ら
得
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
受
入
れ
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
日
本
の
関
係
当
局
か
ら
確
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
又
は
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
、
再
処
理
契
約
を
修
正
し
、
再
処
理
役
務
の
提
供
を
行
わ
ず
、
使
用
済
燃
料
を
一
時

貯
蔵
の
後
電
気
事
業
者
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
電
気
事
業
者
と
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
の
再
処
理
契
約
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
。
以
下
「
外
為
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
役
務
に
関
す
る
契
約 

な
お
、
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
電
気
事
業
者
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
及
び
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
の
返
還
の
選

択
権
が
日
本
側
に
あ
る
も
の
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
三 

 



 

十
一
の
5
に
つ
い
て 

十
一
の
4
に
つ
い
て 

十
一
の
3
に
つ
い
て 

十
一
の
2
に
つ
い
て 

電
気
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
逆
委
託
加
工
貿
易
契
約
許
可
申
請
」
に
対
し
通
商
産
業
大
臣
が
許
可
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
電
気
事
業
者
は
使
用
済
燃
料
の
輸
出
等
を
外
為
法
上
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
日
仏
両
政
府
間
で
交
換
さ
れ
た
口
上
書
は
、
仏
国
政
府
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ
き
取

り
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
口
上
書
に
つ
い
て
は
、
仏
国
政
府
と
の
関
係
上
、
公
表
は
差
し
控
え
た
い
。 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
仏
政
府
間
で
交
換
公
文
を
締
結
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
米

政
府
間
で
交
換
公
文
を
締
結
し
た
事
実
は
な
い
。 

当
時
の
日
米
原
子
力
協
定
上
、
当
該
契
約
締
結
の
際
に
米
国
の
承
認
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

に
該
当
す
る
た
め
、
当
時
の
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通

商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
る
。 

一
四 

 



 

十
二
の
5
に
つ
い
て 

十
二
の
4
に
つ
い
て 

十
二
の
3
に
つ
い
て 

十
二
の
2
に
つ
い
て 

十
二
の
1
に
つ
い
て 

電
気
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
逆
委
託
加
工
貿
易
契
約
許
可
申
請
」
に
対
し
通
商
産
業
大
臣
が
許
可
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
電
気
事
業
者
は
使
用
済
燃
料
の
輸
出
等
を
外
為
法
上
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
英
政
府
間
で
交
換
公
文
を
締
結
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
米

政
府
間
で
交
換
公
文
を
締
結
し
た
事
実
は
な
い
。 

御
指
摘
の
電
気
事
業
者
と
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
再
処
理
契
約
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
外
為
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
役
務
に

関
す
る
契
約
に
該
当
す
る
た
め
、
当
時
の
輸
出
貿
易
管
理
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て

い
る
。 

当
時
の
日
米
原
子
力
協
定
上
、
当
該
契
約
締
結
の
際
に
米
国
の
承
認
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 一

五 

 



 

 

一
六 

昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
二
日
に
日
英
両
政
府
間
で
交
換
さ
れ
た
口
上
書
は
、
英
国
政
府
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ
き
取
り

交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
口
上
書
に
つ
い
て
は
、
英
国
政
府
と
の
関
係
上
、
公
表
は
差
し
控
え
た
い
。 


